
別紙様式 
 
 

経 営 安 定 計 画 
 

 
 農林漁業セーフティネット資金の借入れを必要としますので、経営安定計画書を提出します。 
 
 
                殿 
                     令和   年   月   日 

                   
                      住     所 
                      法人名（屋号） 
                      代 表 者 氏 名 
 
 

１ 生産の状況 
ア 経営規模                         イ 労働力 

農

業 

営農類型 

田     (うち借地) 

畑     (うち借地) 

樹園地  (うち借地) 

採草放牧地(うち借地) 

施設面積 

 

a (    )a 

a (      )a 

a (    )a 

a (      )a 

５棟  5,000㎡ 

 
常時従事の雇用者   名 

パート・アルバイト  １ 名 

（個人の場合） 

家族常時従事者 
 ３ 名 

常時飼養家畜 種類 頭・羽  

 
 

 
林

業 

林業種類 

保有山林面積（うち人工林面積） 

 

a (    )a 

漁

業 

漁業種類 

漁船隻数（合計総トン数） 

統数 

養殖施設規模（合計面積） 

 

隻 (    )t 

ケ統 

   基 (    )㎡ 

 
  ウ 主要品目                              

品目 施設花き（キク） 

生産規模 5,000 （ａ、ha、㎡、頭、千羽、尾） 

出荷量 ● （ｔ、㎥、千本、千鉢、頭） 

販売額 25,000 （千円） 

  

  

記載例 
（農業者） 



 ２ 資金の必要性 

 ア 資金が必要となった要因（該当するものに✔を付けてください。） 
 
  □災害  □法令に基づく行政処分、行政指導  □年間の粗収益（売上高）の10％以上の減少 
  □最近３か月の粗収益（売上高）の減少  □所得率の悪化  □純利益額の減少 
  □売掛債権の回収条件の長期化、買掛債務の支払条件の短縮等 
  □農林水産物価格の低下、生産資材価格等の高騰（農林水産省経営局長の指定） 

  □生産資材の調達難（農林水産省経営局長の指定）  
☑感染症（新型インフルエンザ等又は農林水産省経営局長の指定） 

  □所得が２期連続の赤字  □所得が２期合計で赤字  □債務償還可能年数が20年以上 
  □金融機関との取引状況の悪化  □農林水産物の販売先、資材等の仕入先の倒産等 

 イ 具体的な資金必要額の説明 

資金必要額 ６，０００（千円） 
 

資金必要額 

の説明 

新型コロナウイルス感染症により葬儀等の中止が相次ぎ、キク需要が大幅に減少。需要減は
今後も継続するものと考えられ、年間減収額は10,000 千円を見込む。当面、需要減に対応
し、品目絞り込み・生産量抑制を実施し、経費削減を図るが、減収額と経費削減額の差額 
6,000千円について、経営継続のための営農費用を借り入れる必要がある。 
 
 
（記載内容） 
  資金が必要な理由及び必要額を具体的に記入して下さい。 

ウ 経営安定のための具体的取り組み 
・品目の絞り込みによる生産効率の向上・人件費削減に取り組む。 
・ネット販売、直売所等の活用による販路の分散化を進める。 

・粗収益の減少リスクへの対応のため、収入保険に加入済み。 
 
 
 
 
 

（記載内容） 

 経営安定のための具体的取り組み、収支の増加、支出の削減の見込み額及び収入保険等のセーフティネットの加入状況等を記入して下さい。 

エ 経営状況 

 
通常年 

（令和元年12月期） 
直近 

（令和４年12月期） 

農林漁業粗収益 
（売上高） 

30,000 千円 25,000 千円 

農林漁業所得 
（純利益） 

2,000 千円 △1,000 千円 

負債額  20,000 千円 

 

以下の書類を添付してください。 
・農業経営改善計画、青年等就農計画、林業経営改善計画又は漁業経営改善計画の認定を受けている場
合は、当該計画書及び認定書の写し 

・借入金・リースの返済予定表、直近３年分の決算書類（個人の場合は、青色（白色）申告書、貸借対
照表、損益計算書、所得（損失）計算明細書）の写し 

 
 



別紙様式 
 
 

経 営 安 定 計 画 
 

 
 農林漁業セーフティネット資金の借入れを必要としますので、経営安定計画書を提出します。 
 
 
                殿 
                     令和   年   月   日 

                   
                      住     所 
                      法人名（屋号） 
                      代 表 者 氏 名 
 
 

１ 生産の状況 
ア 経営規模                         イ 労働力 

農

業 

営農類型 

田     (うち借地) 

畑     (うち借地) 

樹園地  (うち借地) 

採草放牧地(うち借地) 

施設面積 

 

a (    )a 

a (      )a 

a (    )a 

a (      )a 

棟     ㎡ 

 
常時従事の雇用者  ２ 名 

パート・アルバイト   名 

（個人の場合） 

家族常時従事者 
 ２ 名 

常時飼養家畜 種類 頭・羽  

 
 

 
林

業 

林業種類 

保有山林面積（うち人工林面積） 

素材生産業 

a (    )a 

漁

業 

漁業種類 

漁船隻数（合計総トン数） 

統数 

養殖施設規模（合計面積） 

 

隻 (    )t 

ケ統 

   基 (    )㎡ 

 
  ウ 主要品目                              

品目 スギ丸太 

生産規模  （ａ、ha、㎡、頭、千羽、尾） 

出荷量 ● （ｔ、㎥、千本、千鉢、頭） 

販売額 40,000 （千円） 

  

  

記載例 
（林業者） 



 ２ 資金の必要性 

 ア 資金が必要となった要因（該当するものに✔を付けてください。） 
 
  □災害  □法令に基づく行政処分、行政指導  □年間の粗収益（売上高）の10％以上の減少 
  □最近３か月の粗収益（売上高）の減少  □所得率の悪化  □純利益額の減少 
  □売掛債権の回収条件の長期化、買掛債務の支払条件の短縮等 
  □農林水産物価格の低下、生産資材価格等の高騰（農林水産省経営局長の指定） 

  □生産資材の調達難（農林水産省経営局長の指定）  
☑感染症（新型インフルエンザ等又は農林水産省経営局長の指定） 

  □所得が２期連続の赤字  □所得が２期合計で赤字  □債務償還可能年数が20年以上 
  □金融機関との取引状況の悪化  □農林水産物の販売先、資材等の仕入先の倒産等 

 イ 具体的な資金必要額の説明 

資金必要額 ６，０００（千円） 
 

資金必要額 

の説明 

新型コロナウイルス感染症の影響による素材の需要減少のため、販売数量が●㎥から●㎥へ
減少。需要減は今後も継続するものと考えられ、年間減収額は10,000千円を見込む。生産コ
ストの削減に向け、効率的な作業体系の構築等に取組むが、減収額と経費削減額の差額 
 6,000千円について、経営継続のための費用を借り入れる必要がある。 
 
 
（記載内容） 
  資金が必要な理由及び必要額を具体的に記入して下さい。 

ウ 経営安定のための具体的取り組み 
・小径・低品質材の燃料チップ製造業者向け販売量を増加させる。 
・従業員に対して林業機械の操縦について指導し、技術の向上により生産量/日の増加を図る。 

・効率的な作業体系を構築し、生産コストの削減を図る。 
 
 
 
 
 
 

（記載内容） 

 経営安定のための具体的取り組み、収支の増加、支出の削減の見込み額及び収入保険等のセーフティネットの加入状況等を記入して下さい。 

エ 経営状況 

 
通常年 

（令和元年12月期） 
直近 

（令和４年12月期） 

農林漁業粗収益 
（売上高） 

50,000 千円 40,000 千円 

農林漁業所得 
（純利益） 

2,000 千円 1,000 千円 

負債額  20,000 千円 

 

以下の書類を添付してください。 
・農業経営改善計画、青年等就農計画、林業経営改善計画又は漁業経営改善計画の認定を受けている場
合は、当該計画書及び認定書の写し 

・借入金・リースの返済予定表、直近３年分の決算書類（個人の場合は、青色（白色）申告書、貸借対
照表、損益計算書、所得（損失）計算明細書）の写し 

 
 



別紙様式 
 
 

経 営 安 定 計 画 
 

 
 農林漁業セーフティネット資金の借入れを必要としますので、経営安定計画書を提出します。 
 
 
                殿 
                     令和   年   月   日 

                   
                      住     所 
                      法人名（屋号） 
                      代 表 者 氏 名 
 
 

１ 生産の状況 
ア 経営規模                         イ 労働力 

農

業 

営農類型 

田     (うち借地) 

畑     (うち借地) 

樹園地  (うち借地) 

採草放牧地(うち借地) 

施設面積 

 

a (    )a 

a (      )a 

a (    )a 

a (      )a 

棟     ㎡ 

 
常時従事の雇用者  ２ 名 

パート・アルバイト  １ 名 

（個人の場合） 

家族常時従事者 
 ３ 名 

常時飼養家畜 種類 頭・羽  

 
 

 
林

業 

林業種類 

保有山林面積（うち人工林面積） 

 

a (    )a 

漁

業 

漁業種類 

漁船隻数（合計総トン数） 

統数 

養殖施設規模（合計面積） 

海面養殖（はまち） 

隻 (    )t 

ケ統 

   ●基 (   ●)㎡ 

 
  ウ 主要品目                              

品目 はまち 

生産規模 ● （ａ、ha、㎡、頭、千羽、尾） 

出荷量 ● （ｔ、㎥、千本、千鉢、頭） 

販売額 25,000 （千円） 

  

  

記載例 
（漁業者） 



 ２ 資金の必要性 

 ア 資金が必要となった要因（該当するものに✔を付けてください。） 
 
  □災害  □法令に基づく行政処分、行政指導  □年間の粗収益（売上高）の10％以上の減少 
  □最近３か月の粗収益（売上高）の減少  □所得率の悪化  □純利益額の減少 
  □売掛債権の回収条件の長期化、買掛債務の支払条件の短縮等 
  □農林水産物価格の低下、生産資材価格等の高騰（農林水産省経営局長の指定） 

  □生産資材の調達難（農林水産省経営局長の指定）  
☑感染症（新型インフルエンザ等又は農林水産省経営局長の指定） 

  □所得が２期連続の赤字  □所得が２期合計で赤字  □債務償還可能年数が20年以上 
  □金融機関との取引状況の悪化  □農林水産物の販売先、資材等の仕入先の倒産等 

 イ 具体的な資金必要額の説明 

資金必要額 ６，０００（千円） 
 

資金必要額 

の説明 

新型コロナウイルス感染症の影響により外食産業の需要が激減し、販売数量が●㎏から●㎏
に減少。加えて、需要減により出荷できない養殖魚を生簀内で生かしておくための飼料費等
の追加経費が発生。需要減は今後も継続するものと考えられ、年間減収額は10,000千円を見
込む。生産コストの削減に向け、自動化機械のリースや餌の切り替えに取組むが、減収額と
経費削減額の差額6,000千円について、経営継続のための費用を借り入れる必要がある。 
 
 
（記載内容） 
  資金が必要な理由及び必要額を具体的に記入して下さい。 

ウ 経営安定のための具体的取り組み 
・作業工程の見直しにより品質向上と歩留りの安定化を図る。 
・県外に新たな販路を開拓する。 

・自動化機器のリース利用により作業効率化を図り、生産コストの削減を図る。 
・安価な餌に一部切り替え、餌代を削減する。 
 
 
 
 

（記載内容） 

 経営安定のための具体的取り組み、収支の増加、支出の削減の見込み額及び収入保険等のセーフティネットの加入状況等を記入して下さい。 

エ 経営状況 

 
通常年 

（令和元年12月期） 
直近 

（令和４年12月期） 

農林漁業粗収益 
（売上高） 

40,000 千円 35,000 千円 

農林漁業所得 
（純利益） 

2,000 千円 △1,000 千円 

負債額  20,000 千円 

 

以下の書類を添付してください。 
・農業経営改善計画、青年等就農計画、林業経営改善計画又は漁業経営改善計画の認定を受けている場
合は、当該計画書及び認定書の写し 

・借入金・リースの返済予定表、直近３年分の決算書類（個人の場合は、青色（白色）申告書、貸借対
照表、損益計算書、所得（損失）計算明細書）の写し 

 
 


